
城陽市橋りょう長寿命化修繕計画

健全度の把握の基本的な方針1）背景
城陽市が管理する橋梁は、平成30年度現在で141橋架設されている。
このうち、架設年度の明らかな橋梁の内、高齢といわれる建設後50年を経過する橋梁
は、全体の23％を占めており、さらに20年度には、74％程度に増加する。
このような背景から、今後、増大が見込まれる橋梁の修繕及び架替えに要する費用に
対し、可能な限りのコスト縮減への取組みが必要である。

2）目的
より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的に橋梁を維持して
いくためには、従来の損傷が大きくなってから対処する対症療法型から、損傷が大きく
なる前に予防的な対策を行う予防保全型への転換をはかり、橋梁の寿命を延ばす必要
がある。
本市では、将来的な財源低減および道路交通の安全性を確保を図るために、橋梁長
寿命化修繕計画を策定する。
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長寿命化修繕計画の方針

定期点検（概略点検）や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき、橋梁の損傷を
早期に発見するとともに健全度を把握する。

健全度の区分

『出展：道路橋定期点検要領 平成26年6月』

予防的な対策
従来の対症療法型から、計画的かつ予防的な修繕対策の実施へと転換を図り、橋梁の寿命
を100年間とすることを目標とし損傷を早期発見し、より少ない費用で適切な対策を実施する。

優先度
長寿命化修繕計画の優先順位は、以下の重要性を考慮して決定する。
・定期点検の健全性の診断に基づき、健全性の低い（劣化している）橋梁を優先。
・修繕の困難性を考慮し、橋長の長いものを優先。

PDCAサイクルの実施
計画は今後も継続的に行い、PDCAサイクルを実施し、効率的・効果的な維持管理を行う。
PDCAとは、計画(Plan)、実行(Do)、評価(Check)、改善(Action)の四つの段階を繰り返す
ことによって、計画を改善・効率化にすること。

長寿命化修繕計画の背景と目的

長寿命化修繕計画による効果

補修対策
計画に基づき補修対策を
実施する

長寿命化修繕計画
定期点検等の結果を基に
予防的な修繕の計画を行う

改善・見直し
点検や対策の実施により計画の
改善・見直しを図る

点検・診断
定期点検やパトロールによる
状態把握
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長寿命化修繕計画を策定する141橋について、今後50年間の事業費を比較すると、
従来の対症療法型が4.5億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が
3.1億円となり、コスト縮減効果は1.4億円となる。
また、損傷に起因する通行規制等が減少し、道路の安全性・信頼性が確保される。
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